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４ 高等学校卒業者(全日制及び定時制)の進路状況 

（１）卒業者数 

令和６年３月の都立高等学校卒業者は 37,932 人で、前年度より 2,403 人減少した。 

（２）進路の状況 

卒業者の進路状況は表 10 のとおりである。 

進学者（進学者のうち就職している者を含む。）は23,726人で、進学率は62.5％となり、前年度（60.0％）

より 2.5 ポイント増加した。専修学校等入学者は 8,463 人で 22.3％となり、前年度（23.5％）より 1.2

ポイント減少した。 

就職者等は 3,514 人で、9.3％となり、前年度（10.0％）より 0.7 ポイント減少した。 

なお、専修学校等入学者のうちの予備校入学者と在家庭者のうちの進学希望者を合わせた進学希望在 

家庭者等は 3,028 人（卒業者全体の 8.0％）で、前年度（8.5％）より 0.5 ポイント減少した。 

 
表 10 高等学校：状況別卒業者数                        （単位：人、％） 

43,041 22,018 11,696 5,837 3,489 1 1 4 5,171
(100.0) (51.2) (27.2) (13.6) (8.1) (0.0) (0.0) (0.0) (12.0)

42,839 22,620 11,794 5,842 2,581 2 1 1 4,297
(100.0) (52.8) (27.5) (13.6) (6.0) (0.0) (0.0) (0.0) (10.0)

41,601 23,196 10,905 4,898 2,602 - 2 1 3,926
(100.0) (55.8) (26.2) (11.8) (6.3) - (0.0) (0.0) (9.4)

41,257 24,153 10,282 4,476 2,345 1 2 - 3,636
(100.0) (58.5) (24.9) (10.8) (5.7) (0.0) (0.0) - (8.8)

40,335 24,213 9,493 4,028 2,598 3 1 - 3,417
(100.0) (60.0) (23.5) (10.0) (6.4) (0.0) (0.0) - (8.5)

37,932 23,726 8,463 3,514 2,227 2 2 - 3,028
(100 .0) (62 .5) (22.3) (9 .3) (5 .9) (0.0) (0 .0) - (8 .0)

全 日制 35,815 23,123 7,887 2,959 1,845 1 1 - 2,870
(100 .0) (64 .6) (22.0) (8 .3) (5 .2) (0.0) (0 .0) - (8 .0)

定 時制 2,117 603 576 555 382 1 1 - 158
(100.0) (28 .5) (27.2) (26 .2) (18 .0) (0.0) (0 .0) - (7 .5)

（
再
掲

）

５

平成30

令和元

不詳・死亡

（再掲）
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注１) 「進学者」には「進学者のうち就職している者」を含む。 

２) 「専修学校等入学者」には「専修学校等入学者のうち就職している者」を含む。  

３) 「就職者等」は「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を含まない。  

４) 平成 30 年度まで「一時的な仕事に就いた者」として計上されていた「有期雇用労働者（フルタイム勤務相当以外）」及び「臨 

時労働者」は、文部科学省の学校基本調査の項目変更を踏まえて、令和元年度から「就職者等」に含まれている。  

５) 「進学希望在家庭者等」は「専修学校等入学者」のうちの予備校入学者と「在家庭者」のうちの進学希望者を合わせた数であ 

る。 

（Ⅲ統計表：第 21 表参照） 
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卒業者に対する進学率、就職率、進学者のうち就職している者の率及び進学希望在家庭者等の率の 

推移は、表 11 及び図４のとおりである。 

表 11 高等学校：卒業者数と進路別構成比の推移                  （単位：人、％） 

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成26 42,307 20,970 21,337 53.0 51.0 55.0 13.0 15.4 10.6 0.0 0.0 0.0 9.8 13.7 5.9

27 42,567 20,996 21,571 53.2 51.6 54.8 13.2 15.4 11.0 0.0 0.0 0.0 10.2 14.3 6.2

28 43,421 21,778 21,643 52.6 50.6 54.7 12.9 15.3 10.6 0.0 - 0.0 11.3 15.4 7.1

29 43,025 21,309 21,716 51.1 47.8 54.3 12.6 14.7 10.5 - - - 12.9 18.1 7.9

30 43,041 21,517 21,524 51.2 48.2 54.1 12.4 14.8 10.0 0.0 0.0 - 12.0 16.7 7.3

令和元 42,839 21,376 21,463 52.8 50.1 55.5 12.3 14.5 10.1 0.0 0.0 - 10.0 14.1 6.0

２ 41,601 20,968 20,633 55.8 53.5 58.0 10.8 13.2 8.4 0.0 0.0 - 9.4 13.0 5.9

３ 41,257 20,676 20,581 58.5 57.5 59.6 9.9 12.1 7.6 0.0 0.0 - 8.8 11.8 5.8

４ 40,335 20,245 20,090 60.0 59.0 61.1 9.3 11.8 6.8 0.0 0.0 - 8.5 11.0 5.9

５ 37 ,932 19 ,095 18 ,837 62 .5 61 .4 63 .7 8 .7 11 .1 6 .3 0 .0 0 .0 0 .0 8 .0 10 .6 5 .3

し て い る 者 の 率卒業
年度

進 学 希 望進学者のうち 就職
卒 業 者 進 学 率

在家庭者等の率
就 職 率

注１) 「進学率」とは、「進学者（進学者のうち就職している者を含む。）」の卒業者に占める割合である。 

２) 「就職率」とは、「就職者」と「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」の卒業者に 

占める割合である。 

３) 「就職者」とは、「自営業主等」、「無期雇用労働者」及び「有期雇用労働者（雇用契約期間が 1か月以上の者）」である。 

４) 「進学希望在家庭者等の率」とは、「専修学校等入学者」のうちの予備校入学者及び「在家庭者」のうちの進学希望者の卒業者

に占める割合である。 

 

図４  高等学校：進路別構成比の推移 

（Ⅲ統計表：第 21 表、第 26 表参照） 
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（３）進学者の状況 

ア 進学率 

表 11 のとおり、進学率（進学者のうち就職している者を含む。）は 62.5％で、前年度（60.0％）よ

り 2.5 ポイント増加した。 

男女別に見ると、男子 61.4％（前年度 59.0％）、女子 63.7％（前年度 61.1％）であり、前年度と比

較して進学率は男子が 2.4 ポイント増加し、女子は 2.6 ポイント増加した。 

表 10 のとおり、課程別では全日制課程 64.6％（前年度 62.1％）、定時制課程 28.5％（前年度 27.3％）

であった。 

表 12 のとおり、学科別（全・定計）では、普通科 68.6％（前年度 66.6％）、農業科 32.6％（前年度

30.8％）、工業科 27.1％（前年度 24.0％）、商業科 41.3％（前年度 36.3％）、総合学科 54.0％（前年

度 50.3％）であった。 

表 12 高等学校：学科別進学率                         （単位：人、％） 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

注) 「その他」は、全日制課程の「家庭科」「福祉科」「音楽科」「美術科」「保健体育科」「体育科」「国際学科」「海洋国際科」 

「産業科」「舞台表現科」及び定時制課程の「情報科」「産業科」である。 

（Ⅲ統計表：第 21 表参照） 

イ 進学先の学校種別内訳 

進学者の進学先の学校種別内訳は、表 13 のとおりである。 

進学者の 97.2％（前年度 96.6％）が大学へ､2.6％（前年度 3.1％）が短期大学へ進学している。 

男女別に見ると､男子は進学者の 99.2％（前年度 99.2％）が大学へ進学しており、女子は進学者の 

95.2％（前年度 94.2％）が大学へ、4.6％（前年度 5.6％）が短期大学へ進学している。 

 

ウ 進学先の昼夜間別・設置者別内訳 

進学先の昼夜間別・設置者別内訳は、表 14 のとおりである。 

昼間部へ進学した者は 99.5％（前年度 99.4％）、夜間部へ進学した者は 0.3％（前年度 0.4％）、 

通信教育部に進学した者は 0.2％（前年度 0.2％）であった。 

全日制課程卒業者について見ると、昼間部への進学者は 99.6％（前年度 99.5％）、夜間部への進学 

者は 0.3％（前年度 0.4％）であり、89.0％（前年度 89.6％）が私立昼間部へ進んでいる。 

また、定時制課程卒業者は 2.0％（前年度 2.1％）が夜間部へ進学している。 
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平成30 32,950 18,779 57.0 708 141 19.9 3,015 584 19.4 2,217 622 28.1 1,238 506 40.9 2,913 1,386 47.6

令和元 32,687 19,447 59.5 712 127 17.8 2,960 539 18.2 2,204 553 25.1 1,265 569 45.0 3,011 1,385 46.0

２ 31,944 19,923 62.4 692 171 24.7 2,861 600 21.0 1,876 511 27.2 1,223 519 42.4 3,005 1,472 49.0

３ 31,692 20,568 64.9 673 188 27.9 2,775 622 22.4 1,906 625 32.8 1,208 582 48.2 3,003 1,568 52.2

４ 31,045 20,665 66.6 663 204 30.8 2,768 663 24.0 1,628 591 36.3 1,216 573 47.1 3,015 1,517 50.3

５ 29,348 20,136 68.6 607 198 32.6 2,485 673 27.1 1,372 566 41.3 1,300 630 48.5 2,820 1,523 54.0

卒 業

年 度

普 通 科 総 合 学 科工 業 科 商 業 科農 業 科 そ の 他
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表 13 高等学校：進学先の学校種別内訳                     （単位：人、％） 

注１) 「進学者」には「進学者のうち就職している者」を含む。 

２) 「大学」「短期大学」の通信教育部は「大学（短大）別科・高等学校専攻科等」に含む。 

（Ⅲ統計表：第 22 表参照） 
 

表 14 高等学校：昼夜間別･設置者別進学者数                   （単位：人、％） 

  （Ⅲ統計表：第 22 表参照） 

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成30 22,018 10,364 11,654 20,948 10,229 10,719 1,001 91 910 69 44 25

(100.0) (100.0) (100.0) (95.1) (98.7) (92.0) (4.5) (0.9) (7.8) (0.3) (0.4) (0.2)

令和元 22,620 10,710 11,910 21,497 10,598 10,899 1,050 65 985 73 47 26

(100.0) (100.0) (100.0) (95.0) (99.0) (91.5) (4.6) (0.6) (8.3) (0.3) (0.4) (0.2)

２ 23,196 11,219 11,977 22,183 11,087 11,096 932 86 846 81 46 35

(100.0) (100.0) (100.0) (95.6) (98.8) (92.6) (4.0) (0.8) (7.1) (0.3) (0.4) (0.3)

３ 24,153 11,879 12,274 23,165 11,762 11,403 913 88 825 75 29 46

(100.0) (100.0) (100.0) (95.9) (99.0) (92.9) (3.8) (0.7) (6.7) (0.3) (0.2) (0.4)

４ 24,213 11,948 12,265 23,398 11,847 11,551 759 74 685 56 27 29

(100.0) (100.0) (100.0) (96.6) (99.2) (94.2) (3.1) (0.6) (5.6) (0.2) (0.2) (0.2)

５ 23,726 11,726 12,000 23 ,054 11,630 11,424 627 71 556 45 25 20

(100.0) (100 .0) (100 .0) (97.2) (99.2 ) (95.2) (2 .6) (0 .6 ) (4 .6) (0 .2) (0 .2) (0 .2 )

卒  業
年  度

高 等 学 校 専 攻 科 等

大 学 （ 短 大） 別 科 ・
進 学 者 大 学 短 期 大 学

通 信

計 公 立 国 立 私 立 教 育 部

22,018 21,829 429 1,638 19,762 123 66
(100.0) (99.1) (1.9) (7.4) (89.8) (0.6) (0.3)

22,620 22,461 545 1,652 20,264 92 67
(100.0) (99.3) (2.4) (7.3) (89.6) (0.4) (0.3)

23,196 23,043 594 1,813 20,636 74 79
(100.0) (99.3) (2.6) (7.8) (89.0) (0.3) (0.3)

24,153 23,988 505 1,823 21,660 91 74
(100.0) (99.3) (2.1) (7.5) (89.7) (0.4) (0.3)

24,213 24,056 510 1,853 21,693 103 54
(100.0) (99.4) (2.1) (7.7) (89.6) (0.4) (0.2)

23 ,726 23 ,610 606 1 ,866 21 ,138 72 44
(100 .0 ) (99 .5) (2 .6 ) (7 .9 ) (89 .1 ) (0 .3 ) (0 .2 )

全 日 制 23,123 23 ,032 599 1 ,859 20 ,574 60 31
(100 .0 ) (99 .6) (2 .6 ) (8 .0 ) (89 .0 ) (0 .3 ) (0 .1 )

定 時 制 603 578 7 7 564 12 13
(100 .0 ) (95 .9) (1 .2 ) (1 .2 ) (93 .5 ) (2 .0 ) (2 .2 )

令和元

昼 間 部
夜 間 部進 学 者

（
再
掲

）

卒 業 年 度

５

平成30

３

２

４
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エ 進学先の学科別内訳 

図５のとおり、大学への進学者 23,054 人の進学先を学科別に見ると、男子は前年度同様、社会科学

系に進んだ者が一番多く、5,015 人（43.1％）であり、次いで工学系が 2,520 人（21.7％）であった。

女子も前年度同様、社会科学系に進んだ者が一番多く、4,047 人（35.4％）で、次いで人文科学系に進

んだ者が 2,400 人（21.0％）となっている。 

 
図５ 高等学校：学科別大学進学者数の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ⅲ統計表：第 23 表参照） 

 

図６のとおり、短期大学への進学者は 627 人で、このうち女子の進学者は 556 人で 88.7％を占め

ている。女子の進学先を学科別に見ると教育の学科に 178 人（32.0％）、次いで家政の学科に 132 人

（23.7％）となっている。男子の進学者は 71 人で教育と工業の学科にぞれぞれ 16 人（22.5％）、社

会の学科に 6 人（8.5％）となっている。 

 

図６ 高等学校：学科別短期大学進学者数の比率 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ⅲ統計表：第 24 表参照） 
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（４）専修学校等入学者の状況 

専修学校等入学者の内訳は、表 15 のとおりである。 

専修学校等入学者は 8,463 人で、卒業者全体の 22.3％（前年度 23.5％）であった。このうち予備校入

学者は 1,607 人で、専修学校等入学者の 19.0％（前年度 18.7％）を占めている。 

 

 表 15 高等学校：専修学校等入学者の内訳                    （単位：人、％） 

    （Ⅲ統計表：第 25 表参照） 

 

予備校入学者を除いた専修学校等入学者の、卒業者に対する割合推移は、図７のとおりである。 

 

図７ 高等学校：専修学校等入学率の推移 

     

（Ⅲ統計表：第 21 表、第 25 表参照） 
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卒 業 年 度 専 修 学 校 各 種 学 校 専修・各種学校

の う ち 予 備 校

平成30 11,696 10,855 590 251 2,767
(100.0) (92.8) (5.0) (2.1) (23.7)

令和元 11,794 11,362 213 219 2,581
(100.0) (96.3) (1.8) (1.9) (21.9)

２ 10,905 10,497 135 273 2,235
(100.0) (96.3) (1.2) (2.5) (20.5)

３ 10,282 9,719 340 223 2,073
(100.0) (94.5) (3.3) (2.2) (20.2)

４ 9,493 9,037 261 195 1,774
(100.0) (95.2) (2.7) (2.1) (18.7)

５ 8,463 8 ,103 200 160 1 ,607
(100 .0 ) (95 .7 ) (2 .4 ) (1 .9 ) (19 .0 )

専 修 学 校
等 入 学 者

公共職業能力
開 発 施 設 等
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予備校入学者を除いた専修学校等入学者の内訳は、図８のとおりである。 

 

図８ 高等学校：学校種別専修学校等入学者数の比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ⅲ統計表：第 25 表参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文化・教養

1,542人

22.5%

衛生

1,524人

22.2%医療

1,205人

17.6%

工業

1,011人

14.7%

商業実務

475人

6.9%

教育

446人

6.5%

家政

268人

3.9%

その他

385人

5.6%

計

6,856人

（100.0％）

工業

879人

31.7%

文化・教養

600人

21.6%

衛生

404人

14.6%

医療

341人

12.3%

商業実務

208人

7.5%

教育

118人

4.3%

家政

73人

2.6%

その他

150人

5.4%

男

2,773人

（100.0％）

衛生

1,120人

27.4%

文化・教養

942人

23.1%

医療

864人

21.2%

教育

328人

8.0%

商業実務

267人

6.5%

家政

195人

4.8%

工業

132人

3.2%

その他

235人

5.8%

女

4,083人

（100.0％）
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無期雇用

1,135人

96.3%

自営業主

23人

2.0%

有期雇用a

20人

1.7%

女
1,178人

（100.0％）

（５）就職者の状況 

「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を含めた就職者は

3,299 人で、卒業者の 8.7％となり、前年度（9.3％）より 0.6 ポイント減少した。男女別に見ると、男

子は 11.1％（前年度 11.8％）、女子は 6.3％（前年度 6.8％）となっている。 

また、「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を除いた就職

者は 3,297 人で、卒業者の 8.7％となり、前年度（9.3％）より 0.6 ポイント減少した。男女別に見ると、

男子は 11.1％（前年度 11.8％）、女子は 6.3％（前年度 6.8％）となっている。 

就職者の雇用形態別・産業別・職業別内訳は、図９、図 10 及び図 11 のとおりである。 
 

図９ 高等学校：雇用形態別就職者数の比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

注１) 「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を除く。 

２) 令和元年度卒業者の調査から、文部科学省の学校基本調査の項目変更に伴い、就職者の分類を変更した。 

３) 「無期雇用労働者」とは、雇用契約期間の定めがないものを指す。例:正社員 

４) 「有期雇用労働者 a」とは、雇用契約期間の定めが１年以上かつ週の労働時間が 30 時間以上の者を指す。 

例:非常勤、派遣社員 

 

（Ⅲ統計表：第 26 表参照） 

 

 
 
 

無期雇用

1,946人

91.8%

有期雇用a

120人

5.7%

自営業主

53人

2.5%

男
2,119人

（100.0％）

無期雇用

3,081人

93.4%

有期雇用a

140人

4.2%

自営業主

76人

2.3%

計
3,297人

（100.0％）
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製造業

686人

20.8%

サービス業

等

556人

16.9%
卸売・小売

480人

14.5%
建設業

407人

12.3%

運輸・郵便

268人

8.1%

宿泊

215人

6.5%

公務

163人

4.9%

医療・福祉

147人

4.5%

電気・ガス

129人

3.9%

その他

248人

7.5%

製造業

486人

22.9%

建設業

356人

16.8%

サービス業等

330人

15.6%卸売・小売

225人

10.6%

運輸・郵便

197人

9.3%

電気・ガス

120人

5.7%

公務

115人

5.4%

宿泊等

99人

4.7%
その他

192人

9.1% 卸売・小売

255人

21.6%

サービス業

等

226人

19.2%製造業

200人

17.0%

宿泊

116人

9.8%

医療・福祉

107人

9.1%

運輸・郵便

71人

6.0%

建設業

51人

4.3%

公務

48人

4.1%

その他

105人

8.9%

図 10 高等学校：産業別就職者数の比率 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１) 「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を含む。 

２) 「サービス業等」には、「学術研究機関、専門・技術サービス業」「生活関連サービス業、娯楽業」「教育、学習支援業」「複合 

サービス業」及び「サービス業（他に分類されないもの）」を含む。 

３) 「サービス業」の例として、洗濯、理容、美容、生活関連サービス、娯楽及び自動車整備等がある。 

４) 計の「その他」には、情報通信業、金融業・保険業、農業・林業、不動産業・物品賃貸業、漁業、鉱業等、左記以外のものが 

含まれる。 

５) 男子の「その他」には、情報通信業、医療・福祉、農業・林業、不動産業・物品賃貸業、金融業・保険業、漁業、左記以外の 

ものが含まれる。 

６) 女子の「その他」には、金融業・保険業、情報通信業、農業・林業、不動産業・物品賃貸業、電気・ガス・熱供給・水道業、 

漁業、鉱業等、左記以外のものが含まれる。 

 

（Ⅲ統計表：第 27 表参照） 

 

 

 

 

 

女 
1,179 人 

（100.0％） 

男 
2,120 人 

（100.0％） 

計 
3,299 人 

（100.0％） 



- 21 - 

図 11 高等学校：職業別就職者数の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

注１) 「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を含む。 

 ２) 計の「その他」は、「運搬・清掃等従事者」及び「農林漁業従事者」である。 

３) 男子の「その他」は、「運搬・清掃等従事者」及び「農林漁業従事者」である。 

４) 女子の「その他」は、「運搬・清掃等従事者」及び「農林漁業従事者」である。 

５) 「サービス職業従事者」の例として、家庭生活支援サービス、生活衛生サービス、飲食物調理従事者、接客及び給仕職業従事 

者等がある。 

 

（Ⅲ統計表：第 28 表参照） 

 

（６）一時的な仕事に就いた者の状況 

一時的な仕事に就いた者は 217 人で、卒業者の 0.6％であった。男女別に見ると、男子 104 人、女子

113 人となっている。また、雇用形態別では、フルタイム勤務相当以外の有期雇用労働者（有期雇用労働

者 b）が 120 人、臨時労働者が 97 人となっている。 

 

注１) 令和元年度卒業者の調査から、文部科学省の学校基本調査の項目変更に伴い、一時的な仕事に就いた者の分類を変更した。 

２) 「有期雇用労働者 b」とは、雇用契約期間の定めが１年以上かつ週の労働時間が 30 時間未満の者又は雇用契約期間の定めが１ 

か月以上１年未満のものを指す。例:パート、アルバイト 

３) 「臨時労働者」とは、雇用契約期間の定めが１か月未満の者を指す。例:日雇い労働者 

生産工程

従事者

526人

24.8%

専門的・技術的

職業従事者

442人

20.8%

サービス職業従事者

236人

11.1%

建設・採掘従事者

232人

10.9%

販売従事者

173人

8.2%

左記以外の者

113人

5.3%

保安職業従事者

104人

4.9%

事務従事者

101人

4.8%

運送・機械運転

従事者

94人

4.4%

その他

99人

4.7%

男
2,120人

（100.0％）

生産工程

従事者

670人

20.3%

専門的・技術的

職業従事者

524人

15.9%

サービス職業従事者

520人

15.8%
事務従事者

410人

12.4%

販売従事者

391人

11.9%

建設・採掘従事者

253人

7.7%

左記以外の者

169人

5.1%

保安職業従事者

127人

3.8%

運送・機械運転

従事者

117人

3.5%

その他

118人

3.6%

計
3,299人

（100.0％）

事務従事者

309人

26.2%

サービス職業従事者

284人

24.1%

販売従事者

218人

18.5%
生産工程従事者

144人

12.2%

専門的・技術的職業

従事者

82人

7.0%

左記以外の者

56人

4.7%

保安職業従事者

23人

2.0%

運送・機械運転

従事者

23人

2.0%

建設・採掘

従事者

21人

1.8%

その他

19人

1.6%

女
1,179人

（100.0％）
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（７）左記以外の者（在家庭者・その他）の状況 

左記以外の者の状況は、表 16 のとおりである。 

左記以外の者は 2,227 人で、卒業者の 5.9％であった。このうち 1,421 人（左記以外の者の 63.8％）

が進学希望の在家庭者である。 

 

  表 16 高等学校：左記以外の者（在家庭者･その他）の内訳         （単位：人、％） 

   

計 進学希望 就職希望 その他

平成30 3,489 3,210 2,404 269 537 279
(100.0) (92.0) (68.9) (7.7) (15.4) (8.0)

令和元 2,581 2,400 1,716 265 419 181
(100.0) (93.0) (66.5) (10.3) (16.2) (7.0)

２ 2,602 2,462 1,691 293 478 140
(100.0) (94.6) (65.0) (11.3) (18.4) (5.4)

３ 2,345 2,175 1,563 203 409 170
(100.0) (92.8) (66.7) (8.7) (17.4) (7.2)

４ 2,598 2,447 1,643 276 528 151
(100.0) (94.2) (63.2) (10.6) (20.3) (5.8)

５ 2,227 2 ,067 1,421 236 410 160
(100.0) (92.8) (63.8) (10.6) (18.4) (7 .2)

卒 業 年 度
左 記 以 外
の の の 者

在 家 庭 者
そ の 他

 
注) 「在家庭者」のその他には家事・家業手伝い、また「その他」には海外転出者を含む。 

（Ⅲ統計表：第 29 表参照） 
 

５ 中等教育学校前期課程修了者及び後期課程卒業者の進路状況 

前期課程修了者及び後期課程卒業者の進路状況は、表 17 のとおりである。 

 
表 17 中等教育学校：前期課程状況別修了者数、後期課程状況別卒業者数 

 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

注１) 「進学者」には「進学者のうち就職している者」を含む。 

２) 「専修学校等入学者」には「専修学校等入学者のうち就職している者」を含む。 

 ３) 「就職者等」は「進学者のうち就職している者」及び「専修学校等入学者のうち就職している者」を含まない。 

４) 「進学希望在家庭者等」は「専修学校等入学者」のうちの予備校入学者及び「在家庭者」のうちの進学希望者を合わせた数

である。 

（Ⅲ統計表：第３表、第 21 表参照） 

前期課程 （単位：人、％）

進学者の

うち就職

している者

 専修学校等

入学者のうち

就職している者

令 和 ５ 年 度 947         944         -            -            3            -            -              -                  

(100.0) (99.7) - - (0.3) - - - 

（再掲）

修 了 年 度 修 了 者 進 学 者
専修学校
等入学者

就 職 者 等

左 記 以 外

の 者
(在家庭者
・ そ の 他 )

不 詳
・

死 亡

後期課程

878          752         101         1            24         -            -          -          112       

(100.0) (85.6) (11.5) (0.1) (2.7) - - - (12.8)

卒 業 年 度 卒 業 者 進 学 者

令 和 ５ 年 度

専  修

学校等

入学者

就職者等

左記以外

の　者
(在家庭者

・その他)

不　詳

・

死　亡

（再掲）

進学者

のうち

就職して

いる者

専修学校等

入学者

のうち就職

している者

進学希望

在家庭者等


